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年
頭
の
ご
挨
拶

歯
学
部
長
・
学
生
部
長　

宇
田
川
信
之

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
は
じ
め
て
のCam

pus Today

新
年
号
で
す
。
本
年
１
月
14
日
は
、
創
立

者 

矢
ヶ
﨑　

康
博
士
の
生
誕
１
０
０
年

と
な
り
、
創
立
者
が
ご
逝
去
さ
れ
て
か
ら

10
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
光
陰
矢
の

如
し
と
申
し
ま
す
が
、
時
の
流
れ
の
早
さ

に
憂
う
こ
と
な
く
、
創
立
者
が
情
熱
を
持

っ
て
掲
げ
ら
れ
た
「
建
学
の
理
念
」
に
想

い
を
馳
せ
、
教
育
愛
を
常
に
忘
れ
る
こ
と

な
く
希
望
に
満
ち
た
未
来
へ
と
向
か
い
ま

し
ょ
う
。

　

昨
年
の
本
学
を
総
括
し
ま
す
と
、
２
月

に
は
第
１
１
２
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
が

施
行
さ
れ
、
新
卒
合
格
者
が
69
人
と
大
幅

に
増
加
し
、
全
国
29
歯
科
大
学
・
歯
学
部

の
中
で
第
６
位
と
な
り
ま
し
た
。
新
卒
合

格
者
が
60
人
を
超
え
た
の
は
２
０
０
３
年

以
来
13
年
ぶ
り
で
、
直
近
３
年
間
の
平
均

合
格
率
も
78
・
８
％
と
実
力
躍
進
。
Ｃ
Ｂ

Ｔ
の
成
績
も
６
年
前
と
比
較
し
て
約
10
点

以
上
も
上
昇
（
19
年
の
平
均
点
は
79
・
６

点
）、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
歯
科
医
学
研
究
所
の
開
設
30
周
年

を
記
念
し
て
、
硬
組
織
研
究
の
進
展
に
寄

与
し
た
業
績
を
称
え
る
学
術
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
日
本
学
士
院
会
員
の
須
田

立
雄
先
生
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
硬
組
織

研
究
に
携
わ
る
研
究
者
ら
約
１
５
０
人
が

参
集
し
ま
し
た
。
本
研
究
所
が
硬
組
織
研

究
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
今
後
も

世
界
に
誇
れ
る
成
果
を
発
信
し
、
本
学
の

発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
、「
人
間
性
豊
か
な
歯
科
医
師
」

を
目
指
す
若
人
た
ち
が
新
学
期
を
迎
え
ま

し
た
。
満
開
の
桜
に
囲
ま
れ
て
第
34
回
大

学
祭
「
松
濤
祭
」
を
開
催
し
、
地
域
と
の

繋
が
り
を
目
指
し
た
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
を
テ
ー
マ
に
、
長
野
県
出
身
の

タ
レ
ン
ト
島
田
秀
平
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
や
松
本
蟻
ヶ
崎
高
等
学
校
書
道
部
に
よ

る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
咲
き
ほ
こ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
学
生

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
た
大
学
祭
が
成

功
を
収
め
ま
し
た
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
本
を
介
し
て
人
と
の
繋
が
り
や

感
性
を
共
有
す
る
「
読
書
会in M

DU 
Library

」
が
定
着
し
ま
し
た
。
お
よ
そ

２
カ
月
に
一
度
、
図
書
館
で
本
の
内
容
や

好
き
な
場
面
・
セ
リ
フ
な
ど
を
自
由
に
話

す
こ
と
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

学
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
動
き
も
活
発
で

し
た
。
研
究
活
動
で
は
日
本
歯
科
医
学

教
育
学
会
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ク
リ
ニ

シ
ャ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
日
本

代
表
選
抜
大
会
、
松
本
歯
科
大
学
学
会
を

は
じ
め
と
し
た
学
術
学
会
等
で
、
学
生
が

堂
々
と
し
た
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
全
日

本
歯
科
学
生
総
合
体
育
大
会
で
の
健
闘
も

光
り
ま
す
。

　

病
院
医
科
診
療
部
で
は
頭
頸
部
を
中
心

と
し
た
総
合
病
院
化
計
画
の
一
環
と
し

て
、
整
形
外
科
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
保

存
療
法
を
軸
に
診
療
を
開
始
し
、
歯
科
医

科
連
携
の
い
っ
そ
う
の
推
進
に
よ
り
、
脊

椎
・
関
節
疾
患
・
骨
粗そ

し
ょ
う鬆
症
お
よ
び
ス
ポ

ー
ツ
整
形
な
ど
の
治
療
の
拠
点
を
目
指
し

ま
す
。

　

最
後
は
卒
業
生
の
す
ば
ら
し
い
活
躍
の

話
題
で
す
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
は
よ
う
日
本
」で
、

河
瀨
聡
一
朗
先
生
（
26
期
生
）
が
所
長
を

務
め
る
宮
城
県
石
巻
市
の
診
療
所
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
台
風
19
号
で
被
災
し
た
地

域
の
避
難
所
で
被
災
者
を
脅
か
す
「
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
（
口
腔
機
能
の
衰
え
）
か

ら
寝
た
き
り
へ
の
道
」を
救
う
活
動
で
す
。

「
口
か
ら
体
の
健
康
を
守
る
の
が
僕
ら
の

仕
事
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
全
国
か
ら
大

き
な
反
響
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
主
な
活
動
や
成
果
を
取
り
上
げ

ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
大
学
の
根
幹
で

あ
る
教
育
・
研
究
・
臨
床
の
面
に
お
い
て
、

職
員
、
学
生
の
努
力
の
結
晶
が
数
多
く
輝

き
を
放
ち
ま
し
た
。
本
年
に
お
い
て
も
、

松
本
歯
科
大
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
皆

様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

幸
あ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

松
本
歯
科
大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
２
０
１
９
年
７
月
５
日
付 

商
標
登
録
取
得
）

第 34 回大学祭「松濤祭」で披露された松本蟻ヶ崎高等学校書道部による書道パフォーマンス
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自
転
車
観
光
は
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
国
の
自
転
車
活
用

推
進
計
画
に
よ
り
、
都
道
府
県
と
市

町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
が
始
ま

り
出
し
、
長
野
県
は
自
転
車
を
通
じ

て
県
の
魅
力
を
発
信
す
る
「Japan 

Alps Cycling Project

」
を
発
表

し
た
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表

を
務
め
て
い
る
。

　

県
内
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
も
発
表

さ
れ
た
。
長
野
県
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
訪
れ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
は
年
々
増

え
て
い
る
。
こ
の
コ
ー
ス
を
安
全
に

走
り
や
す
く
す
る
た
め
に
道
路
整
備

も
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　

海
外
と
比
較
し
て
日
本
の
道
路
に

は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
基
本
的
に

狭
い
こ
と
と
、
道
路
上
の
建
造
物
が

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
だ
。
２
０
１
５

年
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
自

転
車
は
車
道
を
通
行
す
る
の
が
原
則

と
な
っ
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
自
転
車
の
走
る
ス
ペ
ー
ス
を
ど

う
確
保
す
る
か
が
大
き
な
課
題
だ
。

幸
い
北
信
で
は
雪
の
影
響
も
あ
り
路

肩
の
広
い
道
路
が
多
い
。
中
信
と
南

信
で
は
郊
外
の
走
り
や
す
い
道
路
を

選
択
す
る
。
走
行
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
す
青
色
の
線
を
路
上
に
引
き
、

ピ
ク
ト
グ
ラ
フ
で
明
記
す
る
。
外
国

人
が
マ
ッ
プ
を
見
な
く
て
も
迷
わ
ず

走
れ
る
よ
う
に
全
県
に
設
置
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
全
県
約
８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
走
る
と
な
る
と
宿
泊
や
飲
食
も

伴
い
、
必
要
日
数
も
走
力
と
レ
ベ
ル

に
よ
っ
て
異
な
る
。
４
日
～
10
日
間

は
必
要
だ
と
予
想
し
て
い
る
。
実
は

こ
れ
に
も
基
本
的
な
狙
い
が
あ
り
、

宿
泊
が
１
カ
所
に
集
中
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
観
光
的
要
素
が
強

ま
る
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
新
し
い
観
光

の
形
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

2019年を振り返って

秋空の下、令和初の体育祭を開催（10 月）
歯学部生、衛生学院生、職員ら約 250 人が共に汗を流し親睦を深めた。

第 51 回全日本歯科学生総合体育大会・夏期部門（8 月）
夏期種目 23 部門のうち日本拳法・陸上競技部門を本学が主管。両部門とも個人戦で奮闘した。

ママフェスまつもとで歯の大切さ PR（6 月）
松本市で開催された親子参加型イベント「ママフェスまつもと 2019」にブース参加。ブラッシ
ング指導や歯科矯正相談を行った。

オーラルフレイルの予防活動に卒業生が貢献（12 月）
「NHK おはよう日本」で河瀨聡一朗先生（26 期生）の避難所におけるオーラルフレイル予防の
診療活動が紹介された。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

卒業謝恩・祝賀会（2 月）
ご父母や法人役員、教員ら合わせて約 200 人が出席。恩師や学友、後輩たちと語り合い、名残惜しい時間を過ごした。

まつもと広域ものづくりフェアに学生がボランティア参加（7 月）
学生有志が歯の型を採る印象材を用いて指の複製を作り、子どもたちにプレゼントした。
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••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••

病院だより vol.13

シリーズ 専門性⑦

東京オリンピック・パラリンピック開催年

スポーツ歯科の役割

病院だより vol.17 花粉症や通年性の鼻炎に苦しむ方へ

アレルギー性鼻炎のレーザー治療体験記

　

第
３
回
オ
ー
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
会
が
11
月
９
日
（
土
）
か
ら
10
日

（
日
）
に
か
け
て
、
新
潟
大
学
・
大

学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
・
摂
食
環

境
制
御
学
・
歯
周
診
断
・
再
建
学
分

野
・
多
部
田
康
一
教
授
の
幹
事
の
も

と
、
長
岡
市
寺
泊
で
開
催
さ
れ
た
。

同
研
究
会
は
、
新
潟
大
学
歯
学
部
の

細
菌
学
・
歯
周
病
学
講
座
と
本
学
の

口
腔
細
菌
学
講
座
お
よ
び
総
合
歯
科

医
学
研
究
所
の
研
究
交
流
を
趣
旨
に

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
11
月
９
日（
土
）、

歯
学
部
第
２
・
３
学
年
の
有
志
は
、

日
本
ス
コ
ラ
株
式
会
社
環
境
事
業
部

の
高
山
琢
磨
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

実
習
館
前
の
花
壇
に
て
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
球
根
と
菊
の
花
苗
の
寄
せ
植
え

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

作
業
に
参
加
し
た
学
生
は
第
２
学

年
の
大
槗
輪
太
郎
君
、中
村 

葵
さ
ん
、

松
浦
宏
季
君
、
第
３
学
年
の
網
野
嵩

之
君
と
筆
者
の
計
５
人
で
す
。
花
壇

に
５
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を

植
え
、
色
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
な

が
ら
模
様
を
描
き
ま
し
た
。
高
山
さ

ん
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
名
前
の
由

来
や
植
え
方
、
咲
い
た
時
の
色
鮮
や

か
な
様
子
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
楽

し
く
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
後
、
色
と
り

ど
り
の
菊
を
植
え
付
け
て
作
業
を
終

え
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は
、「
今
回

は
冬
で
も
花
壇
を
楽
し
め
る
よ
う
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
だ
け
で
な
く

菊
を
植
え
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の

花
壇
や
樹
木
は
見
る
方
の
こ
と
を
考

え
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
興
味
を

左から多部田教授、朝比奈君、都野先生（新潟大学）、趙さん、筆者

大
学
院
生
・
朝
比
奈
滉
直
君
、
趙チ

ョ
ウ 

麗レ
イ
ケ
ン娟
さ
ん
が
優
秀
賞

第
３
回
オ
ー
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
会 寄せ植え作業を行う学生たち

　

ス
ポ
ー
ツ
歯
科
医
学
は
「
歯
科
医

学
領
域
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
支
援
す
る

科
学
と
技
術
」
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ

ド
ク
タ
ー
や
ト
レ
ー
ナ
ー
、コ
ー
チ
、

栄
養
士
、
薬
剤
師
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
関

係
者
と
緊
密
な
連
携
の
下
に
、
以
下

３
つ
の
目
的
を
持
つ
。

　

一
．
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
を
通
じ
て
国

民
の
ス
ポ
ー
ツ
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
健
康
寿
命
の
延
伸
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

維
持
向
上
に
寄
与
す
る
。

　

二
．
ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
力
向
上

を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
に
寄
与
す
る
。

　

三
．
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
顎
顔

面
口
腔
外
傷
等
の
安
全
と
安
全
意

識
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
目
的
を
遂
行
す
る

た
め
に
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・

日
本
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
医
学
会
は
、

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
よ
り
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
「
ス
ポ
ー

ツ
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
の
養
成
を
開

始
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
数
は
少
な
く
、
現

在
、
各
都
道
府
県
の
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
歯
科
医
師
会
が
連
携
し
て
国

体
等
に
も
対
応
す
べ
く
、
各
都
道

府
県
認
定
ス
ポ
ー
ツ
デ
ン
テ
ィ
ス

ト
の
養
成
が
始
ま
っ
て
い
る
。
長
野

県
に
お
い
て
も
本
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
組
ま
れ
、
３
月
に
は
本
学
で
「
マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
製
作
実
習
講
習
会
」
が

開
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

さ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
の
開
催
も
目

の
前
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

マウスガード

本学病院スポーツ歯科でケアを続けている冬季五輪モーグル競技強化選手

ス
ポ
ー
ツ
歯
科
の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
な
か
、
競
技
会
場

に
お
け
る
歯
科
医
師
の
臨
場
に
つ
い

て
も
一
定
の
枠
、
一
定
の
資
格
が
必

要
で
あ
る
も
の
の
、
早
急
に
募
集
が

始
ま
っ
て
い
る
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
２
０
に
ス
ポ
ー
ツ
デ
ン

テ
ィ
ス
ト
が
活
躍
す
る
姿
が
目
に
浮

か
ぶ
。

（
ス
ポ
ー
ツ
歯
科　

教
授　

鷹
股
哲
也
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

今
年
も
ま
た
地
獄
の
花
粉
症
シ
ー

ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。
い
ま
や
深
刻

な
現
代
病
と
も
言
え
る
花
粉
症
で
す

が
、
私
も
中
学
生
の
頃
に
発
症
し
て

以
来
ウ
ン
十
年
の
付
き
合
い
で
す
。

毎
年
ひ
ど
い
症
状
に
苦
し
ん
で
い
ま

し
た
が
、
２
０
１
８
年
２
月
に
本
学

病
院
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
に
て
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
の
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
症
状
が
か
な
り
改
善

し
、
体
感
的
に
は
例
年
の
６
割
減
と

い
っ
た
感
覚
に
打
ち
震
え
ま
し
た
。

　

こ
の
治
療
は
、
簡
単
に
言
う
と
鼻

粘
膜
を
レ
ー
ザ
ー
で
焼
い
て
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
減
ら
す
も
の
で
す
。
あ

れ
か
ら
約
２
年
が
た
ち
、
以
前
の
苦

し
み
が
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
同
科

の
相
馬
啓
子
教
授
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
再
度
の
治
療
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
同
時
に
、「
せ
っ
か
く
だ
か
ら

体
験
記
を
書
い
て
み
て
は
」
と
も
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
以
下
に
私
の
体

験
を
時
系
列
に
沿
っ
て
ご
報
告
し
ま

す
。
な
お
、
手
術
は
外
来
で
の
日
帰

り
の
処
置
で
す
が
計
４
回
ほ
ど
の
通

院
が
必
要
で
す
。

♢
―
♢　

♢
―
♢　

♢
―
♢

①
11
月
28
日
（
術
前
の
診
察
）

　

ま
ず
は
診
察
。
器
具
で
鼻
の
穴
を

広
げ
ら
れ
て
気
恥
ず
か
し
い
が
、
何

度
も
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
割
り
切
る
。

治
療
の
説
明
を
受
け
、
術
日
な
ど
を

決
め
て
終
了
。所
要
時
間
５
分
ほ
ど
。

②
12
月
９
日
（
術
日
）

　

説
明
を
受
け
る
う
ち
に
緊
張
が
高

ま
る
。
最
初
に
鼻
粘
膜
を
表
面
麻
酔

す
る
た
め
鼻
の
中
に
麻
酔
液
を
ス
プ

レ
ー
噴
射
さ
れ
た
。
苦
い
。
続
い
て

麻
酔
液
の
ガ
ー
ゼ
を
鼻
の
か
な
り
奥

深
く
ま
で
押
し
込
ま
れ
る
。
圧
迫
感

が
あ
り
や
や
苦
し
い
。
器
具
が
深
部

に
入
っ
て
く
る
恐
怖
も
あ
る
。
最
後

に
丸
め
た
ガ
ー
ゼ
で
鼻
栓
を
さ
れ
、

待
合
室
で
15
分
ほ
ど
待
つ
よ
う
に
言

わ
れ
た
が
と
て
も
人
に
見
せ
ら
れ
る

顔
で
は
な
い
。
マ
ス
ク
を
も
ら
っ
て

退
室
し
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
時
間
を
置

く
。
再
び
診
察
室
に
入
り
ガ
ー
ゼ
を

抜
去
。
目
の
保
護
の
た
め
専
用
眼
鏡

を
か
け
る
と
視
界
は
閉
ざ
さ
れ
何
も

見
え
な
く
な
る
。
鼻
の
穴
に
煙
を
逃

が
す
た
め
の
細
い
管
を
入
れ
ら
れ
顔

の
あ
た
り
に
テ
ー
プ
で
固
定
さ
れ
る
。

管
を
入
れ
た
の
と
は
逆
側
か
ら
処
置

さ
れ
る
。
麻
酔
の
お
か
げ
で
痛
み
は

な
い
が
独
特
の
に
お
い
が
漂
う
。
端

的
に
言
う
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
焦
げ

た
そ
れ
。
食
欲
は
そ
そ
ら
れ
な
い
。

人
間
も
肉
な
ん
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
い

る
う
ち
に
終
わ
る
。
手
術
時
間
は
５

分
足
ら
ず
だ
が
、
知
ら
ず
力
が
入
っ

て
い
た
の
か
疲
労
感
が
残
る
。
飲
酒

や
運
動
、
入
浴
に
関
す
る
注
意
事
項

や
薬
の
説
明
を
受
け
て
終
了
。
所
要

時
間
25
分
ほ
ど
。

③
12
月
10
日
（
術
後
の
診
察
）

　

術
後
か
ら
翌
日
ま
で
花
粉
症
ピ
ー

ク
時
の
ご
と
く
鼻
水
が
垂
れ
、
く
し

ゃ
み
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
が
処
方
薬

を
飲
ん
だ
ら
治
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
。

想
定
内
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
笑
顔
で

頷
く
相
馬
教
授
。
実
は
こ
の
レ
ー
ザ

ー
治
療
、
術
後
は
一
時
的
に
花
粉
症

の
症
状
が
悪
化
す
る
の
だ
。
診
察
を

受
け
て
分
泌
物
を
と
っ
て
も
ら
っ
た

（
少
し
痛
い
が
鼻
づ
ま
り
が
解
消
さ

れ
た
）。
最
後
に
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
で

霧
状
の
薬
剤
を
鼻
か
ら
吸
入
し
て
ス

ッ
キ
リ
爽
快
。所
要
時
間
10
分
ほ
ど
。

④
12
月
16
日
（
経
過
観
察
）

　

経
過
は
順
調
で
、
前
回
と
同
様
の

処
置
。
こ
れ
に
て
通
院
終
了
。

♢
―
♢　

♢
―
♢　

♢
―
♢

　

こ
の
体
験
記
を
書
い
た
の
は
術
後

ま
も
な
く
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
常
用

し
て
い
た
花
粉
症
の
内
服
薬
を
手
放

担
当
医
の
解
説

　

こ
の
治
療
は
、
鼻
の
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
の
主
な
場
所
で
あ
る
下
鼻
甲
介

粘
膜
をCO

2

レ
ー
ザ
ー
で
蒸
散
す
る

こ
と
に
よ
り
鼻
症
状
を
改
善
し
ま
す
。

　

レ
ー
ザ
ー
の
熱
に
よ
っ
て
鼻
の
粘

膜
の
蒸
散
と
蛋
白
変
成
が
起
こ
り
、

治
療
後
２
～
４
週
間
で
粘
膜
の
線
維

化
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
を
惹
き
起
こ
す
レ
セ

プ
タ
ー
の
減
少
と
と
も
に
、
鼻
腺
が

減
少
す
る
た
め
鼻
汁
過
多
が
緩
和
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
知
覚
神
経
終
末
が

減
少
す
る
た
め
く
し
ゃ
み
が
起
こ
り

に
く
く
な
り
、
粘
膜
の
瘢
痕
収
縮
に

よ
り
鼻
づ
ま
り
が
改
善
し
ま
す
。

　

治
療
の
有
効
率
は
８
割
程
度
で
す

す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
効
果
を
し
っ

か
り
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
粘
膜
の
反
応

に
は
個
人
差
が
あ
り
、
５
年
以
上
再

発
し
な
い
方
も
い
れ
ば
季
節
ご
と
に

治
療
を
追
加
す
る
方
も
お
ら
れ
る
そ

う
で
、
私
の
よ
う
に
２
年
程
度
で
効

果
が
な
く
な
る
場
合
が
多
い
よ
う
で

す
。
計
４
回
の
通
院
で
か
か
っ
た
費

用
は
、
手
術
代
含
め
保
険
適
用
で
１

万
円
ほ
ど
で
し
た
。

　

花
粉
症
や
鼻
炎
、
そ
れ
ら
内
服
薬

の
副
作
用（
眠
気
や
口
の
渇
き
な
ど
）

に
苦
し
ん
で
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
レ
ー

ザ
ー
治
療
を
お
試
し
い
た
だ
き
、
新

し
い
年
を
爽
や
か
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
入
試
広
報
室　

チ
ー
フ　

大
場
有
記
）

が
、副
作
用
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

花
粉
症
や
通
年
性
の
鼻
炎
に
悩
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
は
ぜ
ひ
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。
ご
予
約
は
医
科
受
付

（
☎
０
２
６
３-

51-

２
３
５
０
）
ま

で
。
詳
細
は
大
学
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://www.mdu.ac.jp/hospital/
medical_care/medical/laser.html

（
耳
鼻
咽
喉
科
学　

教
授　

相
馬
啓
子
）

レーザー手術を施す相馬教授（右）と筆者

学
生
有
志
が
寄
せ
植
え
作
業

実
習
館
前
の
花
壇
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
春
を
待
つ

持
っ
て
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
満
開
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
後
輩
と
な
る
新
入
生
を
迎
え
て
く

れ
ま
す
。学
生
や
職
員
の
皆
さ
ん
も
、

自
然
豊
か
な
す
ば
ら
し
い
環
境
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
季
節
ご
と
に
移
り
変
わ

る
花
木
を
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
さ
ら
に
斬
新
な
植
え
付
け

に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。（

歯
学
部
第
３
学
年　

三
浦
佑
樹
）

２
０
１
７
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
今
年

で
３
回
目
を
迎
え
た
。

　

本
学
か
ら
は
、
地
域
連
携
歯
科
学

講
座
助
手
で
大
学
院
２
年
の
朝
比
奈

滉
直
君
、
大
学
院
４
年
の
趙 

麗
娟
さ

ん
、
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
の
山
下

照
仁
准
教
授
が
口
頭
発
表
し
た
。
朝

比
奈
君
と
趙
さ
ん
は
発
表
後
、
会
場

か
ら
の
多
く
の
質
問
に
適
切
に
答
え

て
い
た
。
ま
た
、
新
潟
大
学
生
化
学

講
座
か
ら
は
、
記
憶
に
関
与
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
たGluK3

受
容
体
の

新
た
な
機
能
に
関
す
る
発
表
が
な
さ

れ
た
。
補
綴
学
分
野
か
ら
は
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
の
ナ
ノ
表
面
加
工
や
歯
根

膜
に
存
在
す
る
幹
細
胞
の
話
題
が
提

供
さ
れ
、
非
常
に
活
発
な
討
論
が
行

わ
れ
た
。

　

朝
比
奈
君
は
「
経
口
栄
養
管
患
者

に
お
け
る
剥
離
上
皮
膜
と
口
腔
細
菌

叢
」、
趙
さ
ん
は
「
象
牙
芽
細
胞
の

枯
渇
は
象
牙
質
形
成
を
誘
導
す
る
」

と
い
う
演
題
で
発
表
を
行
い
、
ど
ち

ら
も
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

異
分
野
の
研
究
者
が
集
ま
り
活
発

な
討
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
研
究
の
進
展
に
つ
な
が
る
研
究
会

で
あ
っ
た
。

（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所　

教
授　

小
林
泰
浩
）



　

10
月
19
日
（
土
）
松
本
市
歯
科
医

師
会
館
に
て
、
大
学
職
員
お
よ
び
研

修
歯
科
医
、
在
学
生
と
の
交
流
会
・

学
術
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
本
学
図
書
会
館
に
て
行
わ
れ

て
い
た
当
会
で
し
た
が
、
在
学
生
か

ら
の
要
望
な
ど
も
取
り
入
れ
、
本
年

は
新
し
い
試
み
と
し
て
松
本
市
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
や
や
激
し
い
雨
が
降
る
日

で
し
た
が
、支
部
会
員
、大
学
職
員
、

研
修
歯
科
医
、
在
学
生
合
わ
せ
て
約

60
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い

た
宇
田
川
信
之
歯
学
部
長
の
ご
挨
拶

に
続
き
、
松
本
市
で
開
業
さ
れ
て
い

る
汲
田 

剛
先
生（
４
期
生
）か
ら「
歯

周
病
専
門
医
か
ら
学
生
さ
ん
、
臨
床

研
修
歯
科
医
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し

た
い
こ
と
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
前
半
は
、
演
者
が
卒
業
後
歯

科
医
師
と
し
て
臨
床
に
携
わ
る
な
か
、

時
に
悩
み
時
に
喜
び
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
積
み
、
自
分
に
合
っ
た
ス
タ
デ

ィ
グ
ル
ー
プ
と
出
会
え
た
こ
と
な
ど

も
併
せ
て
、
現
在
に
至
っ
た
経
緯
を

語
ら
れ
た
後
、
ご
自
身
の
診
療
所
に

お
い
て
の
、
初
診
か
ら
診
療
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ま
で
の
流
れ
を
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

後
半
は
、
た
く
さ
ん
の
臨
床
症
例

写
真
を
用
い
た
お
話
で
、
長
年
に
わ

た
っ
て
の
診
療
の
成
果
を
惜
し
げ
な
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Economic News 内外の経済　12月20日付

▲

株価 東京外国為替相場と各国定期預金金利
� （3カ月物）日本 　23,815.65円

米国 　28,376.96ドル 米ドル 110.35円 0.20％▲

金地金店頭価格� （消費税込み） 英ポンド 143.30円 0.10％
売り（１グラム） 5,757円 ユーロ 122.64円 0.01％
買い（１グラム） 5,670円 スイスフラン 112.78円 0.01％▲

白金地金店頭価格�（消費税込み） タイバーツ 3.70円 0.10％
売り（１グラム） 3,697円 日本円 ——— 0.01％
買い（１グラム） 3,566円 （SMBC 信託銀行ＨＰ等より）

病
院
保
存
科
・
安
西
正
明
教
授
が
講
演

「
歯
内
療
法
を
再
考
す
る
」

富
山
県
支
部

６
日
㈪
～
７
日
㈫

　

卒
業
試
験
（
第
６
学
年
）

７
日
㈫
～
９
日
㈭

　

後
期
試
験
Ⅱ
（
衛
生
学
院
第
３
学
年
）

８
日
㈬
～
21
日
㈫

　

定
期
試
験
（
第
１
～
３
学
年
）

21
日
㈫

　

衛
生
学
院
一
般
入
試
Ⅱ
期

22
日
㈬

　

大
学
院
発
表
会

　

衛
生
学
院
一
般
入
試
Ⅱ
期

　
　

合
格
者
発
表

29
日
㈬

　

創
立
記
念
日
（
48
周
年
）

30
日
㈭

　

特
待
生
１
種
選
考
試
験
（
留
学
生
）

31
日
㈮

　

共
用
試
験
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
第
４
学
年
）

く
見
せ
て
い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り

の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
の
長
期
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
と
め
と
し
て
、

◦
歯
周
基
本
治
療
な
く
し
て
良
好
な

　

予
後
な
し

◦
治
療
計
画
書
や
、
口
腔
内
写
真
の

　

重
要
性

◦
良
き
ス
タ
ッ
フ
、
良
き
仕
事
仲
間

　

を
作
る

な
ど
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
説
か
れ

ま
し
た
。

　

聴
講
に
は
第
１
～
５
学
年
生
ま
で

参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

で
受
け
止
め
方
は
い
ろ
い
ろ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
将
来
の
歯
科
医
と

し
て
の
展
望
に
は
確
実
に
役
立
つ
も

の
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

続
い
て
懇
親
交
流
会
は
、
場
所
を

松
本
市
内
の
養
老
乃
瀧
食
文
化
会
館

に
移
動
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

笠
原
哲
三
支
部
長
（
４
期
生
）
の

ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
山
田
和
昭
専

務
理
事
（
６
期
生
）
よ
り
支
部
の
活

動
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
開
宴
と
な

り
ま
し
た
。

　

在
学
生
に
は
最
初
緊
張
の
面
持
ち

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
支
部
会
員
の

先
生
方
、
大
学
職
員
、
研
修
歯
科
医

の
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
の
語
ら
い

が
徐
々
に
会
場
を
和
ま
せ
、
皆
が
打

ち
解
け
る
に
は
そ
う
時
間
は
か
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
途
中
、
学
内
委
員

が
企
画
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
盛

況
の
う
ち
に
終
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

在
学
生
の
取
り
ま
と
め
や
連
絡
係

を
務
め
て
い
た
だ
い
た
保
科
沙
矢
夏

さ
ん
（
第
５
学
年
）、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
学
生
と
の
交
流
会
は
、

学
生
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ

れ
支
部
会
員
に
と
っ
て
も
若
い
力
を

感
じ
ら
れ
る
い
い
機
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。（

長
野
県
支
部　

13
期
生　

田
中
秀
治
）

――――松本歯科大学校友会――――

Alumni News
長
野
県
支
部

　

富
山
県
支
部
学
術
講
演
会
が
10
月

26
日
（
土
）、
富
山
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
、
４
階

朱
雀
の
間
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
本
学
・
病
院
保
存
科
の

安
西
正
明
教
授
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
「
歯
内
療
法
を
再
考
す
る
」
と
題

し
て
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

根
管
治
療
の
原
則
を
再
考
し
て
、

根
管
治
療
時
の
診
断
・
治
療
能
力
の

向
上
に
役
立
つ
お
話
を
ス
ラ
イ
ド
を 汲田 剛先生（中央）、会員と学生

〔
解
く
・
組
織
変
更
〕　

11
月
27
日
付

　

永
井　

早
苗�（
看
護
師
室
看
護
師
長
を
解
く　
　
　
　
　
　
　
　

病
棟
看
護
師
室
看
護
師
主
査　
　
　
　
　
　
　
　

連
携
型
口
腔
診
療
部
門
（
地
域
連
携
歯
科
）
勤
務
）

　

荻
上
あ
ゆ
み�（
看
護
師
室
病
棟
副
師
長
を
解
く

病
棟
看
護
師
室
主
任
看
護
師

）

　

小
野　

洋
子�（
看
護
師
室
外
来
副
師
長
を
解
く

外
来
看
護
師
室
主
任
看
護
師
）

〔
昇
任
・
組
織
変
更
〕　

11
月
27
日
付

　

髙
野
さ
や
香�

（
手
術
室
主
任
看
護
師
）

　

笠
原
百
合
子�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
主
任
）

　

大
澤
由
里
子�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
主
任
）

　

矢
島　

輝
美�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
チ
ー
フ
）

　

宮
尾
奈
津
美�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
チ
ー
フ
）

〔
兼
務
・
組
織
変
更
〕　

11
月
27
日
付

　

芳
澤　

享
子�

（
手
術
室
長
）

　

相
馬　

啓
子�

（
手
術
室
副
室
長
）

　

久
家　
　

香�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
）

〔
組
織
変
更
〕　　
　
　

11
月
27
日
付

　

軽
辺
美
維
子�

（
手
術
室
看
護
師
）

　

松
倉　

英
里�

（
手
術
室
看
護
師
）

　

伊
東　
　

恵�（
手
術
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

横
山　

咲
恵�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

宮
戸
ひ
と
み�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

上
野
美
知
穂�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

永
瀬　

陽
子�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

垣
内　

貴
子�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

狩
戸
ゆ
か
り�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

三
澤　
　

叶�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

小
松　

里
衣�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

佐
原
加
代
子�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

中
村
由
起
子�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

松
沢　

遥
花�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

三
溝　

真
紀�（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
チ
ー
フ　
　
　
　
　
　

連
携
型
口
腔
診
療
部
門
（
地
域
連
携
歯
科
）
勤
務
）

　

古
畑　

貴
子�（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師　
　
　
　
　
　
　
　

連
携
型
口
腔
診
療
部
門
（
口
腔
外
科
）
勤
務
）

　

高
根
ひ
ろ
み�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
チ
ー
フ
）

　

御
子
柴
嘉
穂
里�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
）

　

新
井　
　

彩�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
）

　

塩
原
さ
ゆ
り�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
）

　

髙
山　

実
和�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
）

　

藤
澤
真
由
美�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
）

　

青
木　

和
美�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

片
岡　

礼
子�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

山
室
ひ
と
み�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

中
澤　

里
美�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

黒
木
有
紀
子�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

塚
原　

美
穂�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

百
瀬　

寛
子�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

倉
科　

麻
美�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

後
藤　

由
香�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

内
藤　

幸
子�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
契
約
職
員
））

　

新
藤　

澄
江�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

　

佐
藤
美
穂
子�

（
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

〔
組
織
変
更
〕　　
　
　

11
月
27
日
付

　

看
護
師
室
は
業
務
管
理
体
制
を
改

　

編
し
、手
術
室
、病
棟
看
護
師
室
、

　

外
来
看
護
師
室
の
３
部
門
の
新
組

　

織
に
変
更

〔
退
職
〕　　
　
　
　
　

11
月
30
日
付

　

田
村　

明
規�

（
診
療
助
手
（
常
勤
職
員
））

〔
採
用
〕　　
　
　
　
　

12
月
１
日
付�

　

有
賀　

弘
美�

（
事
務
局
総
務
課
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

〔
昇
任
〕　　
　
　
　
　

12
月
１
日
付

　

荒　
　

敏
昭�（
准
教
授
（
歯
学
部
歯
科
薬
理
学
講
座
）　　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
講
座
兼
務
）

　

荒
井　
　

敦�（
准
教
授
（
歯
学
部
歯
科
矯
正
学
講
座
）　　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
講
座
兼
務
）

　

川
原　

良
美�

（
准
教
授
（
歯
学
部
歯
科
矯
正
学
講
座
））

　

小
出　

雅
則�

（
准
教
授
（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
部
門
）

歯
学
部
兼
務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
講
座
兼
務
）

〔
兼
務
〕　　
　
　
　
　

12
月
１
日
付�

　

増
田　

宜
子�

（
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
健
康
増
進
口
腔
科
学
講
座
）

■お問い合わせ■

●試 験 日
2020年2月3日㈪・4日㈫

◎試験日は2日間のうち、希望する試験日が選択可能です。
　または2日とも受験可能。
　センター利用入試は、本学個別試験はありません。

●出願期間
1月6日㈪  ～1月27日㈪

●試験場
本学・東京・大阪 ･福岡

一 般 入 試（Ⅰ期）

センター利用入試（Ⅰ期）

特待生 1種選考試験（Ⅰ期）

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

松本歯科大学 市民公開講座のお知らせ
テーマ 「歯科医療の最前線」 ＜全 4 回＞

1月 11日㈯　「審美歯科治療の最前線」
歯科保存学講座 教授 亀山 敦史

　　18日㈯　「口臭の原因とその対策」
公衆衛生学講座 教授 山賀 孝之

　　25日㈯　「お口の渇きが気になる方へ
　　　　　━ 口腔乾燥症のなるほど学 ━」

口腔病理学講座 准教授 村上 　聡
2月 1日㈯　「美味しく食べるための歯の根の治療」

歯科保存学講座 教授 増田 宜子
会　場：塩尻市市民交流センター（えんぱーく）　4F 401会議室
時　間：午前10時～ 11時30分
お問い合わせ先：松本歯科大学 社会貢献・地域連携推進センター

TEL 0263-51-2090

安西教授（前列中央）と支部会員

用
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
の
懇
親
会
は
５
階
の

日
本
料
理
雲
海
に
て
安
西
教
授
も
交

え
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
、
ま
た

こ
ち
ら
で
も
ご
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
日
ご
ろ
の
診
療
に
お
け
る
保
存
治

療
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

新
幹
事
の
先
生
方
に
は
引
き
続
き

相
互
協
力
し
て
富
山
県
支
部
の
活
動

を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願

大学職員・研修歯科医・在学生交流会
学術講演「歯周病専門医からお伝えしたいこと」

夜を彩る
希望の光

イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 点 灯 式

　

創
立
30
年
記
念
棟
２
階
の
フ
レ
ン

チ
レ
ス
ト
ラ
ン
雷
鳥
で
は
、
11
月
25

日（
月
）よ
り
メ
ニ
ュ
ー
を
一
新
し
、

日
替
り
の
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
や
パ
ス

タ
な
ど
の
提
供
を
始
め
、
新
た
に
カ

フ
ェ
タ
イ
ム
を
設
け
た
。

　

ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
は
肉
や
魚
な
ど

の
メ
イ
ン
料
理
と
ラ
イ
ス
を
一
皿
に

盛
り
付
け
る
た
め
、
従
来
の
コ
ー
ス

形
式
よ
り
手
早
く
提
供
で
き
る
。
そ

日替りランチプレートの一例

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
雷
鳥

メ
ニ
ュ
ー
一
新
、
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
を
開
始

っ
て
お
り
ま
す
。

（
富
山
県
支
部　

17
期
生　

松
浦　

隆
）

　

今
年
で
27
回
目
と
な
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
、
大
学
病
院

前
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
も
と
で
11
月
28

日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
。
点
灯
式
で

川
原
一
祐
学
長
は
、「
台
風
19
号
で

は
大
き
な
水
害
を
受
け
ま
し
た
。
犠

牲
と
な
ら
れ
た
97
人
の
ご
冥
福
と
、

新
し
い
良
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
て
皆
で
点
灯
し
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
高
さ
16

メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
約
50
年
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
ス
ギ
に
約
１
万
４
千
球
の
４
色
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
球
体
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

夜
空
に
光
を
放
つ
、
幻
想
的
な
ツ

リ
ー
は
、
病
院
を
訪
れ
た
患
者
さ
ん

や
近
隣
住
民
の
方
々
、
学
生
、
職
員

ら
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

の
他
に
日
替
り
で
パ
ス
タ
や
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
な
ど
が
あ

り
、
す
べ
て
の
メ
ニ
ュ
ー
は
サ
ラ
ダ

バ
イ
キ
ン
グ
と
ド
リ
ン
ク
が
付
い
て

８
０
０
円
～
９
０
０
円
。

　

同
店
シ
ェ
フ
の
渡
辺
孝
貴
さ
ん

は
「
昼
休
み
の
限
ら
れ
た
時
間
で
手

軽
に
し
っ
か
り
と
食
事
が
と
れ
る
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
話

し
た
。

　

ま
た
、
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30

分
ま
で
の
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
は
、
遅
い

昼
食
や
打
ち
合
わ
せ
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ

レ
イ
ク
な
ど
に
利
用
で
き
る
。
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
や
パ
ス
タ
な
ど
の
軽
食
や

コ
ー
ヒ
ー
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。


